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【要約】 

この本では、普通教育という枠組みを出発点としてそこから教育の本質に迫るような本で

ある。教育制度からみた、大人が子どもに対してどのような理想を描いているのか、その

勝手なイメージを掴むとともにそこから脱却するには子ども目線で制度をもう一度見てみ

ることの重要性を説いている。 

【感想】 

この本を読んで、子どもの教育がいかに制度の中で形成されていくのかということを、少

しだけわかる気がしました。それと同時にわたしたちが行く予定のマダガスカルにはその

ような制度が脆弱、あるいはないことがほとんどだと考えられます。この事実を良い意味

で捉えると、制度などの縛りがない中で自分たちの活動ができるのだと思います。逆に国

内活動などでは、このような制度が立ちはだかることを常に念頭においておかなければい

けないのだと思いました(特に初等部の出張授業など)。 

 


